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　昔の住宅に比べ気密性の高い現代の住宅は湿気がこもりや

すくなっていますが、室内の湿度が高すぎると、アレルギー

性疾
しっかん

患や感染症の原因となるカビやダニも発生しやすくなりま

す。湿気を防ぐ手段のひとつに除
じょしつざい

湿剤がありますが、この除湿

剤の容器にたまった液が漏れて、革のコートが縮んでしまった

り、押入れが水浸
びた

しになってしまったりしたという相談が当セ

ンターに寄せられました。

　除湿剤は、塩化カルシウムという薬剤に、製品によっては消

臭剤や防カビ剤等を配合したものです。塩化カルシウムは海水

中にもわずかに含まれている成分で、豆腐の凝
ぎょう

固
こ

剤
ざい

や道路の凍

結防止剤としても使用されているものですが、水分を吸収する

と液体になる性質（潮
ちょう

解
かい

性
せい

）があるため、除湿剤として応用さ

れています。今回液漏れしたのは、薬剤がプラスチック容器に

入ったタンクタイプのもので、容器の開口部は紙製のシートで

覆われ、さらにその上から保護用のフタがかぶせられています。

プラスチック容器の内部は上段と下段に仕切られていて、上段

に入っている粒状の塩化カルシウムが湿気を吸収すると、下段

にその水
すいようえき

溶液がたまるという仕組みです。

　この水溶液は一見ただの水のように見えますが、こぼれるな

どして周囲のものに付着したまま放置するとシミになることが

あり、特に床や棚などの木製品に染み込んでしまうと、塩化カ

ルシウムが湿気を吸い続け、表面を拭
ふ

いてもなかなか乾
かわ

きません。

　万一、液がこぼれてしまった場合、水で洗える衣類等であれ

ばすぐに洗濯してください。布団は水洗いのクリーニングに出

すとよいでしょう。皮革製品や絹製品は、すぐに液を拭き取っ

て水洗いしないと縮んだり硬くなったりして元に戻らなくなり

ますが、水をかけられないような高級製品等については専門家

に相談した方がよいでしょう。床や壁など直接洗えないものは、

濡らした布で水を浸
ひた

すようにして染み込んだ塩化カルシウムの

液を溶かし、次に乾いた布でその水気をよく拭き取ります。こ
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